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1

「池高人権の日」を設定し，日常生活の中で生
徒の人権意識が涵養するように努める。

啓発プリントを用いた人権委員による
ホームルーム啓発回数　年１０回以上

人権委員によるホームルーム啓発回数は年１
０回(前年度１０回)であった。本年度は、啓
発プリント以外にもテレビ放送や校内放送も
取り入れ、生徒が様々な人権問題を主体的に
考えられる工夫をした。

Ａ （評定）

様々な視点に立った人権啓発資料を作成
し，啓発手法にも工夫をもたせること
で、生徒が自然と人権感覚を身につけら
れる啓発になるよう努める。

2

人権学習ホームルーム活動や人権講演会・人権
意見発表会などを実施し，人権意識が高揚する
よう内容の充実を図る。

生徒アンケート「人権学習ホームルー
ム活動などにより人権意識が高揚し
た」８０％以上

生徒アンケートの肯定的評価は74％(前年度
80％)であった。生徒の内面的変化が起こるよ
うに，本年度も進路課とタイアップした講演
会を実施した。

Ｂ

Ｂ

生徒の現状を考慮した主題設定により，
生徒自身が人権意識が高揚したと実感で
きる教育内容とする。

1

特別支援教育の視点を大切にして，相談箱の設
置や教育相談日の設定を行い，担任・各学年・
各課が連携して組織的に対応する。

生徒・保護者アンケート「相談に学校
は誠実に対応してくれている」８０％
以上

アンケートの肯定的評価は生徒84％(前年79
度％)，保護者87％(同85％)であった。本年度
から配属されたスクールカウンセラーや担
任，学年，人権・相談課が連携して組織的に
対応した。

Ａ

特別な支援が必要な生徒の実態把握に継
続的に努め，相談室を生徒や保護者の相
談の場として活用できるよう工夫する。

2

生徒理解懇談会の開催や生徒生活実態調査の実
施により，いじめ等の問題行動の未然防止や早
期発見への取組，問題行動が発生した際の迅速
かつ適切な対応に努める。

生徒生活実態調査の実施回数　年２回 生徒生活実態調査の実施回数は年２回(前年度
年２回)であった。調査結果を教職員に周知
し，適切な対応に努めた。 Ｂ

アンケートの結果について全教職員が共
通理解を図り，組織的にいじめ防止に取
り組む。

1

毎日校門前で登校指導を実施し，挨拶の励行や
遅刻の防止など，基本的生活習慣の確立を図
る。

１日当たりの遅刻者数　生徒数の0.2％
以内

１日当たりの遅刻者数は0.63人(前年度1.03
人)で生徒数の0.12％(同0.19％)であった。生
徒指導課・副担任の教員を中心に，登校指導
を毎日実施した。

Ａ

毎日の登校指導を継続し，遅刻者数をさ
らに減少させるように努める。

2

服装・頭髪等の身なりや礼儀について常時指導
を行い，爽やかな校風の継承・発展に努める。

教職員アンケート「服装・頭髪の指導
に効果が現われている」９０％以上

教職員アンケートの肯定的評価は90％(前年度
90％)であった。服装・頭髪等の身なりについ
ては，特に学年集会で時間をかけて指導し
た。

Ｂ

女子生徒のスカート丈については，面談
等の個別指導を充実させ粘り強く取り組
む。

1

自転車・原付等の通学別生徒集会を開催すると
ともに，日ごろのホームルーム活動で交通マ
ナーや安全運転の指導を行う。

通学別生徒集会の開催回数　年３回以
上

通学別生徒集会の開催回数は年３回(前年度年
３回)であった。各学期の中で全校集会を利用
して開催した。 Ｂ

自転車の運転マナーについては，特に重
点を置いて指導する必要がある。

2

毎月２０日を学校安全の日とし，交通安全意識
を向上させるとともに，街頭交通指導を実施す
る。

街頭交通指導の実施回数　月１回 街頭交通指導の実施回数は月１回(前年度月１
回)であった。学校安全の日に生徒登校時，最
寄り駅から学校までの５か所で教員が指導に
あたった。

Ｂ

阿波池田駅から学校までの登校マナーに
ついては，特に重点を置いて指導してい
く。

1

定期健康診断結果を担任・養護教諭が共有し，
生徒の健康教育の推進や治療の促進を図る。

『保健だより』の発行回数　年１０回
以上

『保健だより』の発行回数は年１１回(前年度
年１１回)であった。『保健だより』には疾病
予防や治療の必要性，将来に向けての健康管
理等の記事を掲載した。

Ａ

さらなる健康教育の推進のため，保健委
員が『保健だより』の周知を徹底できる
よう工夫する。

2

ＡＥＤを含む救急処置実技講習会を実施すると
ともに，事故発生時の対応マニュアルの周知徹
底を行う。

教職員アンケート「ＡＥＤを使用した
救急処置ができる」１００％

アンケートの肯定的評価は生徒81％(前年度
75％)，教職員92％(前年度100％)であった。
教職員を対象にＡＥＤを含む救急処置実技講
習会を実施した。事故発生時の対応マニュア
ルの周知徹底は職員会議で行った。

Ｂ

教職員・生徒ともに，緊急時対応の意識
レベルの向上をめざし，学年集会やホー
ムルーム活動などを通して啓発に努め
る。

1

生徒が自主的・積極的に部活動に参加し，知・
徳・体のバランスがとれた成長が促せるよう指
導する。

部員アンケート「充実した部活動を送
ることができた」８０％以上

部員アンケートの肯定的評価は89％(前年度
87％)であった。学業の両立，人間性の成長に
十分に配慮し指導した。

部活動生徒集会も有効に活用して生徒の
自主性・積極性を伸ばし，さらに充実し
た部活動を送れるように努める。

2

部活動中における事故や怪我への対応方法・連
絡体制について，全教職員が理解し，対応でき
るようにする。

教職員アンケート「事故への対応方
法・連絡体制を理解している」１０
０％

教職員アンケートの肯定的評価は９７％(前年
度９５％)であった。研修会で事故や怪我への
対応方法・連絡体制について確認した。 Ｂ

事故や怪我への対応方法・連絡体制につ
いて，全教職員が理解・対応できるよう
に徹底を図る。

1

全校生徒が清掃に取り組むよう，全教職員によ
る清掃指導を行い，快適な学習環境の整備に努
める。

生徒・教職員アンケート「生徒は真面
目に清掃に取り組んでいる」８０％以
上

アンケートの肯定的評価は生徒95％(前年度
91％)，教職員84％(同97％)であった。全生
徒・全教職員でゴミの落ちていない学校をめ
ざして清掃に取り組んだ。

Ａ

清掃時間には全教職員が速やかに清掃場
所に行き，生徒の指導に努める。

2

新学校版環境ＩＳＯの取組を通してゴミの分別
を徹底するとともに，地域環境美化活動等を行
い，エコ意識の高揚を図る。

生徒・教職員アンケート「ゴミの分別
ができている」８０％以上

アンケートの肯定的評価は生徒95％(前年度
94％)，教職員92％(同100％)であった。ＪＲ
Ｃ部等,各部活動で校内外の清掃活動を定期的
に行った。

Ａ

生徒一人一人が分別を実践できるように
意識を高めていく。また，活動を継続し
て地域へと広げていく。

1

校内巡視を日々行って危険箇所等を把握し，安
全・安心な学校環境の提供に努める。

校内巡視の実施回数　１日３回以上 校内巡視の実施回数は１日３回(前年度１日３
回)であった。朝のホームルーム前，昼食時，
放課後の３回実施した。 Ｂ

今後も校内巡視を日々行い，生徒の校内
での生活を把握することに努める。

2

防災に関する研修会や防災訓練を通して，生徒
の防災意識を向上させるとともに，災害遭遇時
の対応等を身につけさせる。

防災に関する研修会開催回数　年２回
以上   防災訓練の実施回数　年２回以
上

防災に関する研修会の開催回数は年２回(前年
度年２回)であった。災害時の応急処置と炊き
出し体験等を研修した。防災訓練の実施回数
は年２回(前年度年２回)であった。火災想定
と地震想定の防災訓練を各１回実施した。

Ｂ

今後も防災クラブの活動を継続し，防災
意識を向上させ，災害発生時のリーダー
となれる人材を育成する。

Ｂ⑤

生徒の悩
み・いじ
め・問題行
動の早期発
見と適切な
対応

３

⑧

基本的生活
習慣の確立
と爽やかな
校風の継承

健全な心身
を育成する
部活動の推
進

Ｂ

安全・安心
な学校環境
の提供と防
災意識の向
上

人権意識の
涵養と高揚

⑥

校内美化の
徹底とエコ
活動の推進

Ａ

Ｂ

Ｂ

自尊感情と規
範意識の醸成
に努め，基本
的生活習慣を
確立するとと
もに，心身と
もに健康でた
くましい生徒
を育成する。

Ｂ

健康教育の
推進と救急
処置体制の
確立

Ｂ

③

⑦

交通ルール
遵守と交通
安全意識の
向上
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活動計画

 最近では,地元で
も池田高校生の生
徒の服装や頭髪も
以前よりも改善が
見られ，さわやか
でおとなしい生徒
が多く感じてい
る。生徒指導の成
果がでているので
はないか。

（所見）

基本的生活習
慣の確立が図
られ，爽やか
な校風の継承
に努めたま
た，校内美化
の徹底に努
め，エコ活動
の推進が図ら
れた。しか
し，救急処置
体制の確立に
ついては改善
を図る必要が
ある。

Ｂ

本年度の重点目標 課題

②

①

④



【備考】　「評価」及び「総合評価の評定」の基準　　Ａ：十分達成できた　　Ｂ：概ね達成できた　　Ｃ：達成できなかった


